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中学生 の 心理 的ス トレ ス ・ プ ロ セ ス に 関す る研 究
2

二 次的反応 の生起 に つ い て の検討 一

岡　 田　佳　子
1

　本研 究は ， 中学 生 の 心理 的 ス トレ ス ・プ ロ セ ス に お け る 二 次 的反応 の 生起 に つ い て検討す る こ と を 目

的 と した 。 540名の中学生 を対象 と して ， 学校 ス トレ ッ サ
ー

，

一次的反応 として の 情動 反応 ，
二 次的反応

と仮定 さ れ る ， 引き こ も り ， 依存 ， 対人 不信 ， 自信喪失 ， 無気力 ， 絶望 ， 攻撃の 7 カ テ ゴ リーの 反応 に

つ い て調査 を行 っ た 。 二 次的反応 と仮定 され た 7カ テ ゴ リ
ー

の反応 を とらえるため に 使 用 した項 目 に つ

い て探索的因子分 析を行 っ た結果 ， 「攻撃」， 「引き こ もり」， 「無気 力」， 「依存」の 4 因子 が得 られた 。 こ

れ らが ， 学校 ス トレ ッ サ ーや そ れ に よ っ て 引 き起 こ さ れ た情動反応 と い か な る 関係 に あ る の か を検 討 す

るた め に ，学校 ス トレ ッ サ
ーか ら情 動反応 を経 て ， 「攻撃 」， 「引 き こ もり」， 「無気 力」， 「依存」反応 に 至

る モ デ ル を共分散 構造分析 に よ っ て 分析 した 。 結果は 「攻撃」， 「引き こ も り」， 「無 気力」， 「依存」反応

は情動反応が 高 ま っ て は じめ て生起 する二 次的反応 であ る とする仮説 に 反 しな い もの であ っ た 。 また ，

同 じ二 次的反応で あ っ て も， そ の種類 に よ っ て 生起 パ タ
ー

ン が異な る こ と が分 か っ た 。

　キ ーワー ド ：
一

次的反応 ，
二 次的反応 ， 心理 的ス ト レ ス ， 問題行動 ， 中学生

問 題

　今 日 ， 不登校 ・ い じ め ・ 学級崩壊 ・校 内暴力等 ， 学

校現場 で問題視 され て い る児童生徒 の 行 動 似 下，問題行

動 とす る） の 早 急 な解決 が求 め ら れ て い る。な か ん ず

く， 中学生に 関す る事態は 深刻 で あ る。

　中学生 の 問題行動 に 対 しては様々 な観点 か ら研究が

行わ れ て き た が ， 最近で は ， 学校 ス トレ ス に 注目 し た

研 究 が 多 く見 受 け られ るよ うに な っ た。 こ れ らの 研究

は 大 き く 2 つ の ア プ ロ ーチ に 分類 さ れ る 。 まず 1 つ 目

の アプ ロ ー
チ と し て ， い じ め （岡安 ・高 山，2000） な ど の

問題行動そ の もの や ，登校忌避的感情 （古市，1993），不

登校感情 （菊 地、1997）と い っ た 問題行動 と直接的に関係

す る感情 を，ス トレ ッ サ ーに よ っ て説明 し よ うと す る

試 み が あ げられ る。 こ れ らの 研 究 に よ っ て
， 中学生 が

経験 す る ス トレ ッ サ ーと問題行 動 は 何 らか の 関係が あ

る こ と が明 らか に さ れ て き た 。

　
一方で ， 心 理 的 ス トレ ス 理 論 を枠組 み とした ア プ

ロ
ー

チが あ る。 岡安 ・嶋 田・坂 野 （1992a）は ， 中学生 の

ス ト レ ス 反 応 が 「不 機嫌 ・怒 り感情」， 「抑 う っ
・不 安

感情」， 「無力 的認知 ・思考」お よび 「身体的反 応」か

ら な る こ と を 示 し た 。 そ の後 ， これ ら の ス ト レ ス 反応

の 原 因 とな る学校 ス トレ ッ サ
ー

の特定 （岡安・嶋田 ・丹羽 ・

早稲 田 大学大学院教育学研究科　 okada ＠ ruri ．waseda ．jp
本研 究 の 一部 は，日本教 育 心理 学会 第 42回総 会 （2000＞に お

い て 発表 し た 。

森 ・矢属，1992b），さ ら に は コ ーピ ン グや ソー シ ャ ル サ

ポー トが ス トレ ス 反応 に及ぼ す影響に つ い て様 々 な検

討が行 わ れ （岡安 ・嶋 田 ・坂 野，　1993a ；神it，　1998），
こ れ ら

の ス トレ ス 反応 の 生起 に関す る多 くの 知見が蓄積され

て き た 。

　 しか しな が ら， 2 つ のア プ ロ ー
チ に 共通 す る問題点

として ， 日常的 に観察 され る心理 的な ス トレ ス 反応が ，

実際の 問題行動に 至 る ま で の 過程が考慮さ れ て い な い

とい う点 が あ げられ る。怒 りや抑 うつ
， 不安 とい っ た

情動 面 の 反応 は ， ス ト レ ッ サ ーに よ っ て直接的に 引き

起 こ さ れ る反 応で あ り （新 各 1995）， ス トレ ッ サ
ー

を経

験 すれ ば程度の 差 こ そ あ れ，誰 に で もほ ぼ 自動 的 に 生

じ る反応で ある 。 し か し ， 実際に 問題行動に ま で 至 る

生徒 は ご く
一部 で ある。ス トレ ッ サ

ーと問題行動 に は

何 らか の関係 が あ る とは い え ，
ス トレ ッ サ ーが即 ， 問

題行動 を引 き起 こ して い る わ け で は な い
。 し た が っ て ，

問題行動 に 至 る ま で の 過程 を明 ら か に す る た め に は ，

その過程で生 じる ， 情動反応以外の様々 な心理 的ス ト

レ ス 反応 に つ い て も検討 す る必要があ る 。

　 こ れ ま で 多 く の研究で 使用 さ れ て き た 岡安他 （1992a ）

の中学生用 ス トレ ス 反 応尺度で は ， 情動反応以 外の 心

理 的な ス ト レ ス 反応 と し て 「無力 的認 知 ・思考」 が あ

げられ て い た。しか し，中学 生 の 問題 行動 は多様で あ

り， 対 応 して ， 検討 す べ き心 理的な反 応 も多様 な内容

か ら成 る こ とが 望 まれ る 。 また，現在 まで の と こ ろ「不

機嫌 ・怒 り感情」， 「抑 うつ ・不 安感情」 とい っ た情動
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反応 と 「無力的認知 ・思考」が どの よ うに 関連 して い

る の か に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い 。 こ の よ う に ，

従来の研究に お い て も情動反応以 外の 心理 的 な反応が

扱わ れ て きた もの の
， 内容 が 限定 さ れ て い た ， 情動 反

応 と の 関係が明らか で な い とい っ た問題 が あ り，十分

に 検討 さ れ て き た と は い え な い
。

　情動反応以外の 心理 的 な ス トレ ス 反応の 内容 に つ い

て は ，成人 を対象 とした研究では中学生 を対象 と した

研究 に 比 べ て 幅広 い 内容 が 設定 さ れ て い る。新 名 （1994）

は ，

一
般成人 の 心理 的ス トレ ス 反応の測定尺度 と して ，

PSRS −50　R を開発 し ， 心理的 ス トレ ス 反応が ，怒 り，

抑 うつ 気分 ，不安 と い っ た 情動領域の反応だ け で な く，

多領域に わ た る こ とを示 して い る。PSRS −50　R で 測定

され る情動 反応以外の 反応 と し て は ， 対人 領域 の 引き

こ も り， 依存 ，対人 不信 ， 意欲領域の 自信喪失 ， 無気

力 ， 絶望 ， 思考領域 の 思考力低 下，侵入 的思考が あ る 。

確か に ，問題行動の 発現に は問題 ご と の 個別 の 要因 も

含 め ， 様々 な要因 が 関連 し て お り，こ れ らの反応が生

起 し て い る と い う こ と だ け で 単純 に 問題 行動 に 結び つ

け る こ と は出来な い だ ろ う。 しか し ， 対人領域 ， 意欲

領域 ， 思考領域 の 反 応 が 生 起 し て し ま い
， 適切 に 低減

さ れ な い で い る ような状態 は，そ こ に 新た な ス トレ ッ

サ ーが加わ る と ， それが き っ か け と な っ て 問題行動を

起 こ す危険性が あ る状態 と考え ら れ る 。
こ の よう に

，

対 人領域，意欲領域 ， 思考領域の反応は ， 情動反応 と

並 ん で ， 様 々 な問題行動 と の 高 い 関連性が 予測さ れ る

心理 的な 反応で あ る 。

　 ス トレ ッ サ ーの経験に始 ま る 心理 的 ス トレ ス ・プ ロ

セ ス が 進行 し， 問題 行動 に 至 る ま で の 過程で は ， そ の

局面に応 じて情動反応の み な らず ， 新名 （1994）が 示 し

た よ うに ，対人 ， 意欲 ， 思考 と い っ た 多領域 に わ た る

心理 的ス トレ ス 反応 が 生 じる 。 新名 （1995 ）の ネ ガ テ ィ

ブな情動反応を中核 とす るス トレ ス ・モ デル に よ れ ば，

理論的 に 心理的 ス トレ ス 反応の 中核 と な る の は情動反

応 であ り，ス トレ ッ サ ーが 直接的 に引き起 こ す の は 怒

りや 不安 ，抑 うつ と い っ た情動反応 で ある。し た が っ

て ， 情動反応は 心理的ス ト レ ス 反応 の 中で も
一

次的反

応 で あ る と い え る 。 対 して ， 情動反 応以外 の 対人領域 ，

意欲領域 ，思考領域 の 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 は ，

一次 的

反応 で あ る情動 反応 が 発 生 した 後 に 生起す る可能性の

あ る 二 次的反応 体 問 ・新名，1988） で ある と い わ れ て い

る 。 従来 の 中学 生の心 理 的 ス ト レ ス に 関す る研究 で は
，

理論的に 心理 的ス トレ ス 反応の 中核 と な る情動反応 と

その他の 反応が明確に 区別され ずに ，
ス トレ ス 反応 と

して 単
一

の 概念で 扱わ れ て き た 。 つ ま り， 全 て の 反応

が ス トレ ッ サ ーに よ っ て 互 い に 独 立 して引 き起 こ され

る と 位置 づ け られ て い た。しか し，問題行動 に 至 る過

程 を検討 し よ うとす る際に は ，

一
次 的反応 ，

二 次的反

応 と い っ た よう に ，そ れ ぞ れ の ス ト レ ス 反応が ，

一
連

の ス トレ ス ・プ ロ セ ス の 進行状況 の ，
ど の 段階の 反応

で あ る の か と い う視点が必要で あ る 。

　今回は ， 新名 （1994）が 示 し た 多様な 心 理 的 ス ト レ ス

反応の 中か ら ， 対象が中学生 で あ る こ とを考慮 し ， 不

登校や い じ め の 問題 との 関連 が予想 され る，引 き こ も

り， 依存 ， 対 人不信 とい っ た対人関係 に お け る反応 と ，

学業面の問題 と も関連が予想 され る，自信喪失，無気

力 ， 絶望 と い っ た意欲 に 関わ る反応に 焦点をあ て た 。

さら に ，

“
キ レ る

”
（小林 ・馬渕 ・八 峠 ・藤森，1998；馬渕 ・小

久 保 ・八 峠・藤 森 1999 ＞ と い っ た 言葉 に 代 表 さ れ る中学 生

の 行動や ， 校内暴力 ，
い じめ な ど の 問題 と も密接に 関

係す る反応 と して ， 成人 とは異 な る中学生特有の ス ト

レ ス 反応 の 存在を考 え ， 攻撃に つ い て も検討 す る こ と

とした。実 際 に 不登 校 ， い じ め ， 校内暴力 と い っ た 問

題 行動 に ま で 至 る生 徒 は ご く
一

部 で あ るが ，引き こ も

り，依存 ， 対人不信 ， 自信喪失 ， 無気力 ， 絶望 ， 攻撃

と い っ た反応は，心 理的 ス ト レ ス
・プ ロ セ ス が問題 行

動に ま で 進 行 す る以 前 に 生 じる 可能性 の あ る 心 理 的反

応で あ り ， 行動 と し て 表面 化す る問題行動 に 比 べ て ，
一

般 的 で ，多 くの 生 徒が 経験す る 可 能性が あ る。学 校

ス トレ ス 研 究 の 目指 す と こ ろ は ， 問題行動に 至 ら な い

よ うに す る た め の 予防や介入 の方法を提示 す る こ と で

ある 。 し た が っ て ， 問題行動 に 至 る 以前 に 生 じ る
，

こ

れ らの 心理的な 反応 に つ い て 検討す る こ と は ， 予防 ，

介入 と い う視点 か ら極め て 重要で ある と い え る 。

　 し か し な が ら ，
二 次的反応に関す る概念 は提唱 され

て い る もの の ，こ れ ま で その 操作化が十分 に行われ て

き た と は い えな い
。 情動 反応以外 の 反応 の 生 起 メ カ ニ

ズ ム に 関 して は ， 中学生 の み な らず成人 も含め，心 理

的 ス トレ ス 研究全体 を通 し て ，
こ れ ま で ほ と ん ど検 討

され て こ な か っ た。成人 を対象と し て ， PSRS −50　R を

使用 した研究が数多 く行 われ て い るが （例 えば，坂 田 ・音

山 ・古 屋，1999 ；山崎 ・新名 ・坂 田，1996）， 情動領域 の 反 応

と，そ の 他の領域 の 反応 と の 関係 は不明確 で あ っ た。

情動 反応以外 の 反応が情動反応 を経由し て 生起 す る 二

次的な反応 で あ る の か ， それ と も，情動反 応 と 同様 に

ス トレ ッ サ ーの 直接的な影響 を受 けて生起 す る反応 で

あ る の か さ え も確認 さ れ て い な い の が 現状 で あ る。 ま

た ， 新 名 （1994）は反応の内容か ら ， 情動反応以外の 反

応 を ， 対人 ， 意欲 ， 思考領域 に 分 けた が，同 じ領域 に

分類 され る反応 で も生起 パ タ ーン が 異な る可能性が あ
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る。したが っ て ， 従来の 内容 に よ る分類 に よ らず ， 反

応ご と に 個別 に 生 起 パ タ ー
ン を検 討 す る こ と も必要 で

ある。

　 そ こ で 本研究 で は，まず，中学生 の 引 き こ も り，依

存 ， 対人 不信 ， 自信喪失 ， 無気 力 ， 絶望 ， 攻撃 と い っ

た反応 を と らえ る た め に使用 し た 項 目に つ い て探索的

因子分析 を行 い ，情動反 応以外 の 反応 の 因子構造 を検

討 した。そ の 上 で ， 因子 分析 の 結果得 られ た各因子 は ，

一次的反応で あ る情動反 応を介 し て 生起す る 二 次的反

応 であ る とい う仮 説 を検証す るた め の モ デル を作成 し

た 。 こ の モ デ ル を共分散構造分析 に よ っ て 分析す る こ

とに よ っ て，二 次的反応 と仮定 され る情動反応以 外の

各 反応 が ， 学校 ス ト レ ッ サ ーや そ れ に よ っ て 引き起こ

さ れ た情動反応 と い か な る関係 に ある の か に つ い て ，

反応 ご とに 個別 に 検討 す る こ とを目的 とす る 。

方 法

調 査対象者

　神奈川 県 内の 公 立中学 校 2 校（2エ4 名），千葉県 内 の 公

立 中学校 1 校 （229名〉， 東京都 内 の 公立 中学校 3校 （107

名 ）の 1〜 3 年生 550名 を対象 と した 。 調査は，平成11

年 10月 の 下旬〜11月 の 上 旬 に ク ラ ス ご と に 集団 で 実施

し，無記 名 で 回収 した。東京都 内 の 3 つ の 学校の 生徒

に関 し て は ， 委員会活動の 時間な ど を利用 し ， 教師を

通 して 生徒 に 個別 に 依頼す る 形 で 調査 を行 っ た 。記入

もれや記 入 ミ ス の あ っ た者を除 き ， 有効回答者合計 540

名 （1年 男子 77名，女子 81名 ・2年男 子 96名，女 子 81名 ・3 年男

子 105名，女 子 100名 ： 有効 回 答 率 98．2％ ） を分析対象 と し

た 。

調査内容

　学校 ス トレ ッ サ
ー

　岡安 ・嶋田 ・坂 野 （1993b） に よ っ

て 作成 された 中学生用学校 ス トレ ッ サ ー
尺度の 4 つ の

下 位尺度 （学業 ・友 人 関係 ・先 生 と の 関 係 ・部 活 動 か ら ， 本

研 究で は ， 調査対 象者へ の 負担 を考慮 し て ， 「学業」と

「友人関係 」の 2 つ の カ テ ゴ リーを 取 り上 げ た 。 「学 業」

と 「友人 関係」 は 上記の 4 つ の カ テ ゴ リ
ー

の 中で も特

に ス トレ ス 反応 との 強 い 関係が 確認 され て お り （岡 田，

1999 ；岡安 他、1992）， 三 浦 ・坂野 （1996） に お い て も中学

生の 代表的な ス トレ ッ サ
ーと して使用 されて い る。加

えて ， 学校 ス ト レ ッ サ ーの 4 つ の カ テ ゴ リー間は相関

が 高 く相互 に関連 し て い る た め （岡 田，1999）， 2 つ を取

り上 げれ ば学校 ス トレ ッ サ
ー

全体 の 概要 を捉 え る こ と

が で き る と判断 した 。 以上 の よ うな理由か ら ， 上記 2

つ の カ テ ゴ リー
を，中学生の 学校 ス トレ ッ サ ー

を代表

す る カ テ ゴ リーと し て使用す る こ と と した 。 本研究で

は，比較的多 くの 中学生が 日常的 に 経験す る 出来事 に

な る よ うに 項 目の 内容 を
一

部改め た合計17項 目を使用

した 。

　各項 目 に 記 され た出来事に つ い て ，
こ の 1 ヶ 月の 間

に経験 した か ど うか （経験 の 有無 ） を 2件法で 回答 さ せ ，

経験 し た と答 えた 場合 に は，そ の 出来事 に つ い て 「困 っ

た ， 嫌だ ， 辛 い 」 と い っ た不快感を どの 程度感 じた か

に つ い て （経験 の 評 価）， 4 段階 （0 ：感 じなか っ た
一3 ：非常

に 強 く感 じた ）で 回答 さ せ た
。

ス トレ ッ サー評価得点の算

出方法 は ， 各項 目を経験 した場合に は経験評価の 値 を

得点 と し，経験 し な か っ た 場合 に は 0 点 と した （得点範

囲 は   点
一3 点 ）。

　心理的ス トレ ス 反応　情動反応 に つ い て は ，PSRS
−50R の 情動領域 と同様 に ， 怒 り， 抑 うつ 気分 ， 不安の

3 つ の カ テ ゴ リーを想定 し， 中学生用 ス ト レ ス 反応尺

度 （岡安 他，1992a）や
， 小学生 用 ス トレ ス 反応 尺度 （嶋田 ・

戸 ヶ 崎 ・坂野，　1994） を参考に して 中学生 に も理解可能な

よ う に 表現 を 改 め た り，項目 を置 き 換 えた りした 18項

目を使 用 した。 こ の 1週 間 の 間 に 各項 目 に 記 され た状

態 を どの くらい の 頻度で 経験 し た か に つ い て ， 4 段階

（1 ： ま っ た くなか っ た
一4 ：大体い っ もあ っ た ）で回答 させ た。

情動反 応以外 の 反応 に つ い て は ， PSRS −50　R の 引き こ

も り ， 依存 ， 対人不信 ， 自信喪失 ， 無気力 ， 絶望 を基

本的枠組み と し，さ らに 中学生 に 特有の ス トレ ス 反応

と し て 攻撃を加 え て ， 合計 7 つ の カ テ ゴ リーを想定 し ，

項目を選定 し た 。 項目の 選定の 際に は ， PSRS −50　R の

項 目 を中学 生 向 け に 表現 を修 正 し ， さ ら に 岡安 他

（ユ992a） の 無力的認知 ・思考の 項 目を参考 に した 。 攻撃

に関 し て は ， 小林他 （1998）の 「
“

キ レ
”

行動に関す る調

査」に 対 す る中学生 の 自由記述 の 結果 や ， 今 関 （1998）

に 示 された最近の 子 どもた ち に よ く見 られ る行動 を参

考 に して ，それ らの 行動 と関連が 深 い と思われ る 心理

的な反応の リ ス ト を作成 し ， 項 目を選定 し た 。 さ ら に ，

内容的妥当性の 確保の た め に，現 職 の 教師 2 名 と ス

クー
ル カ ウ ン セ ラー 3名 に イ ン タ ビ ュ

ー
を行 い

， 生徒

が よ く訴 える内容 に つ い て 列挙 して もら っ た り， 話 し

合 うな どして 不足 して い る 項 目 を付 け加 えた 。 最後 に

こ れ らの項 目を中学 生30名 に 施行 し ， 項 目 に 用 い られ

た言葉 が難 しす ぎる との 指 摘 を受 けた個所 を修正 した 。

こ う し て ， 合計 17項 目が 準備さ れ た 。 以 上 17項 目 に つ

い て，情動 反応 と同様 に 4 段階 で 回答 さ せ た 。

結 果

1 ．探索的因子分析

情動反応以外の反応の 生起 に 関する分析に先立 ち ，
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情動反応 18項 目， 学校ス トレ ッ サー17項 目 ， 情動反応

以外の 反応 17項 目 に つ い て そ れ ぞ れ 探索的因子 分 析

（最尤 法・斜 交 プ ロ マ ッ クス 回 転）を実施 した。情動反 応 ， 学

校ス ト レ ッ サ ー
， 情動反応以 外 の 反応の そ れ ぞ れ の 因

子構造を検討 し た後 ， 続 く分析 に 使用 す る項 目を選択

した。本研究は，尺度 の 開発 を目的 とす る もの で はな

く ， 学校ス ト レ ッ サ ーお よび情 動反応 と ， 情動反応以

外 の 各反応 と の 関係 を明 らか に す る こ とを 目的 と し た

基 礎的研究で あ る。し た が っ て ， 項 目の 選択 に 際 して

は，そ れ ぞれ単
一

の 構成概念 を測定す る と い う均質性

を重 ん じ た 。

　情動 反応で は ， 探索的因子分析の 結果 3 因子 が 得 ら

れ た が ，   同時 に 複数 の 因子 に 負荷 を もつ 項 目，  共

通性が低い 項 目が あっ た た め ， 分析 を繰 り返 し な が ら

項目 の 選択 を行 っ た 。 因子数の決定に は 固有値 や累積

寄与 率 に 加 え て AIC に よ る モ デ ル 全体 の 評価 も参考

に し， 最終的に 3因子 ， 合計 9項 目 （TABLE 　l参照）が

最 も適 当 で あ る と 判 断 さ れ た 。 因子 は そ れ ぞ れ 「怒

り」，「悲哀」， 「不安」と解釈 され た 。 「悲哀」因子 の 3

項 目 は，岡 田 〔1999）で は 「抑 うつ 」因子 に 含 まれ て い

た 項 目で ある が ，

“
気分が お ち こ み

，
しずむ

”
，

“
心 が く

らい
”

と い っ た ， 意味的に 「抑 うつ 」 を表 す と考 え ら

れ る 内容 の 項 目 は，今回 の 分析で は 「不安 」の 因子 に

も高 い 負荷 をもち ， 単純構造 をな さな い た め に 除外 し

た 。新名 ・坂 田 ・矢冨 ・本間 （1990） は ， 「抑 うつ 気分 」

因子 は 悲哀感 ， 憂 うつ ，沈 うつ な ど の項 目か らな る 因

子 で あ る と して い る。残 された 3項 目 は内容的に は「抑

うつ 」 と い う よ り む し ろ 悲哀 感 を示 す内容 に な っ て い

たた め ， 「悲 哀」因子 と解釈す る の が適当で あ る と判 断

された 。 累積因子寄 与率よ り，共通因子 に よ っ て 説明

され る デー
タの 分散の 割合 は 62．7％ で ある。さ ら に ，

探 索的因子分 析の結果 に基づ い て ソ フ ト ウ ェ ア Amos

Ver．4．0 （Arbuckle ＆ W ・thke ，1999） を使用し て確認的因

子 分 析 を行 い ， モ デ ル の 適 合度 を計 算 した 結 果，

GFI＝．98，　AGFI 　・・　．96で あり， 因子分析モ デ ル が デー

タ の 共分散行列を よ く説明 して い る と 判断 さ れ た 。

　 学校 ス トレ ッ サ
ーで は，探索的因子分析 を行 っ た結

果 ， 共通性 の 低 い 項 目が あ っ た た め 分 析を 繰 り返 し な

が ら項 目の 選 択 を行 っ た 。 因子数 の 決定は ， 情動反応

と同様の 基 準に よ っ て 行 い
， 最終的に 2 因子 ，合計 10

項 目 （TABLE 　l 参 照） が 最 も適 当で あ る と 判断 さ れ た 。

因子 はそれ ぞれ岡 田 （1999） と同様 に 「学業」， 「友人関

係」 と解釈 さ れ た 。累積 因子 寄与率 よ り，共通因子 に

よ っ て説明 され るデー
タ の分散の割合は45，5％ で あ る。

さ ら に ， 確 認 的 因 子 分 析 を行 っ た 結果，GFI ＝ ．96，

AGFI ＝ ．93で あ り， 因子分析 モ デ ル が デ
ー

タ の共分散

行列 をよ く説明し て い る と判 断された 。

　情動反応以外の 反応 で は ， 探索的因子分析 に よ り 4

因子 が得られ た が ，同時 に 複数の 因子に 負荷 を もつ 項

目が み られ た ため ， 分析 を繰 り返 し な が ら項 目 の 選 択

を行 っ た 。 因子 数の 決定 は ， 情動 反応 と同様 の 基準 に

よ っ て 行 い
， 最 終的 に 「自信 喪失」に関す る 2 項 目（

“
な

に ご とに も自信 が ない
”

，
“

自分 で 自分が い や に な る
”
）と 「対人

不信 」 に 関す る 1項 目 （
“
人 か ら悪 く思 わ れ て い る 気 が す

る
”
）， を除外 し， 4因子 ， 合計 14項 目 （TABLE 　1参 照 〉が

最 も適当で あ る と判断された。第 1因子 は項 目案作成

時 に 攻撃 を 表 す項 目 と し て 選 定し た 5項 目か らな っ て

お り， 「攻撃」因子 と命名した 。 第 2 因子 は無気力を表

す項 目 と し て 選定 し た 3 項 目 と 絶望 を表す項 目 と して

選定 した 1項 目か らな っ て お り， PSRS −50R の 下位尺

度 の 名前に 対 応 させ て 「無気力」因子 と命名 し た 。第

3 因子 は依存 を表す項 目 と し て 選定 した 2 項 目か ら

な っ て お り，PSRS −50R の下位尺度の 名前に対応させ

て 「依存」因子 と命名 した。第 4 因子 は引 き こ もりを

表す項目 と して 選定 し た 2項 目と対人不信 を表す項 目

と して 選定 した 1 項 目か ら な っ て お り， PSRS −50R の

下位尺度の名前に対応さ せ て 「引 き こ も り」因子 と命

名 した 。累積因子寄与率よ り ， 共通因子 に よ っ て 説 明

さ れ る データ の分散 の 割合 は 51，3％ で あ る 。 さ ら に ，

確認的因子 分析を行 っ た結果 ， GFI＝．95，
　AGFI ＝　 ．93

で あ り，因子分析 モ デル が データ の 共分散行列 を よ く

説明 して い る と判 断 され た。 こ の よう に ， 情動反応以

外 の 反応で は ， 引き こ も り， 依存 ， 対人不信 ，自信 喪

失 ， 無気力 ，絶望，攻撃の 7 カ テ ゴ リーの 反 応 を と ら

え る た め に 使用 した 17項 目を因 子分析 し た 結果 ， 「攻

撃」， 「引き こ も り」， 「無気 力」， 「依存」 の 4 因子 が 得

られた。し た が っ て ， 以下の 分析で は こ れ ら 4 つ の 反

応 に つ い て生起メ カ ニ ズ ム を検討す る こ と とする 。

2 ．「攻撃」，「引きこ も り」， 「無気力」， 「依 存」反応 の

　生起に関 する分析

　は じ め に ， 項 目 に 示 さ れた 内容の 反応を中学生が 日

常 的 に 経験 して い る か ど うか を確認 し た 。 心理的 ス ト

レ ス 反 応の 各項 目 に つ い て 1点 （ま っ た くなか っ た ）を除

く 2 点 （た ま に あ っ た 〉以上 の 生徒 の 割 合 ， つ ま り ， 多か

れ 少な か れ それ らの 反応 を示 して い た生徒の割合 は ，

す べ て の 項 目で 2 割以 上 で あ り ， 本 研究 で 選 択 さ れた

項 目は中学生 が 日常的に 経験す る心理 的反応を示 す も

の で あ っ た とい える。次 に，各項 目を ス トレ ス 反応 と

みなす こ と が で きる か ど うか を確認する た め に
， 各学

校 ス トレ ッ サ
ー

因子 の 得点 （因子 に ．40以 上 の 負荷 を持 つ 項
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目の 評 価得 点 の 合計 を使 用） と の 相関係数 を求 め た と こ ろ ，

「怒 り」 で ．22〜，26
， 「悲 哀 」で ．27〜．31 ， 「不 安」

で ．13〜．38で あっ た 。 情動反応以外の 反応の 項目で は

「攻撃」で ．15〜．33， 「引 き こ も り」で ．13〜 ．33，「無気

力」で ．12〜．27， 「依存」で ．34〜．37で い ずれ も有 意 （p〈

．05）で あ り，す べ て の 項目は ス トレ ッ サ ーと関連す る 反

応で あ る こ とが確認 された 。 以上 よ り， 本研究で選 択

さ れ た項 目は 心理 的 ス ト レ ス 反応 を測定 す る項 目 と し

て 妥当 で あ る と判 断 し た 。

（1） 分析モ デル

　 こ れ ら を 確認 し た 上 で ， 本研 究の 主 眼で あ る 「攻

撃」， 「引き こ も り」， 「無 気力」，「依 存」反 応 の 生起 メ

カ ニ ズ ム を検討す る た め の 分析 を行 っ た。す なわ ち ，

一
次 的反応 で あ る情動反 応は，ス トレ ッ サ

ーの直接的

な影響 を受け て 生起 す る の に対 し ， 「攻撃」， 「弓1き こ も

り」， 「無 気力 」， 「依存 」反応は情動反応 を介 し て 生起

す る二 次的反応 で あ る とい う仮説 を検証 す るため の 分

析 を行 っ た 。 分 析 モ デ ル を FIGURE　1 に 示 す 。 た だ し ，

後述 す る分析結果 も併記す る こ ととし ， 潜在変数 の み

を 示 し ， 観測変数は省略 し た 。 TABLE 　l に モ デ ル で 使

用 した潜 在変 数 と観 測変数 を示 した。各潜在変数 と観

測変数は 因子 分析の 結果 に 対 応 して い る。FIGURE　1 で

は 「攻撃」， 「引 き こ も り」， 「無気力」， 「依存」反応 が ，

学校 ス トレ ッ サーに よ っ て引き起 こ された情動反応を

経由し て 生起す る パ ス と ， 学校ス ト レ ッ サ ーの 直接 的

な影響 を受 けて 生起す るパ ス の 両方を仮定 し て い る 。

こ れ に よ っ て ， 「攻撃 」， 「引 き こ も り」， 「無気力」，「依

存」 と い っ た 反応が情動反応 を経由して 生起す る 二 次

的反応で あ るの か ， そ れ と も ス ト レ ッ サ ーの直接的な

影響 を受 けて ，情動反応 と 同
一

の プ ロ セ ス に よ っ て 生

起す る反応で ある の か を ， 反応 ごと に検討す る こ とが

こ の モ デル の 目的 で ある。ま た ，「学業」，「友人関係」

の 2 因子 の 背後に 2 次因子 と し て 学校 ス トレ ッ サ
ー

因

子 を仮定 し ， 「怒 り」， 「悲哀」， 「不安」の 3 因子 の 背後

に 情動反 応因子 を仮 定 し て い る 。 こ れ は学校 ス ト レ ッ

サ ー
， 情動反応 に 関 して は ， 「学業」， 「友 人関係」とい

うス ト レ ッ サ ーの 種類や ， 「怒 り」， 「悲哀」， 「不安 」と

い う情動反応 の種類ごと に ， 「攻撃」， 「引き こ も り」，

「無気力」， 「依存」反応 との 関係 を個別 に検討す る こ と

を目的 と す る の で は な く，学校 ス トレ ッ サ ー
， 情動反

応 と い う 2 次因子 と 「攻 撃」， 「引 き こ も り」， 「無 気

力」，「依存」反応 と の基本的な 関係を明 ら か に す る こ

とを目的 としたた めであ る 。

一方，「攻撃」，「引 き こ も

り」，「無気力」，「依存」 に つ い て は反応 ご と に個別に

生起メ カ ニ ズ ム の 違 い を検討す る必要が あ る の で
， 背

TABLE　1　 分析に 使用 した観測変数 と影響指標

媾成慨念と観測変数 影響指標

　 　 　 　 　 　 　 　 学校ス トレ ッサー

学業

xl 　思 っ てい るほど成績が伸びない ことがあっ た　　　　　　　　．63
x2 　 人がで きた問題がで きない ことが あっ た　　　　　　　　　　 ，66
x3 　先生や両親から期待されてい るような成績がとれなか っ た　　　．62
x4 　 覚えな くてはい けない ことが多くて，勉強が大変だ っ たことがあっ た　　 ，61
x5 　授業の 内容や先生の 説明がよ くわか らない ことがあ っ た　　　　．54
友人関係

x6 　友だ ちか らいやみや悪口を言われた り，かげぐちを言われた　　．74
　 　 りした ことがあっ た

x7 　友だ ちに きつ い ものの言い 方をされた こ とがあっ た　　　　　 ．75
x8 　友だ ちにか らかわれた り，ばかにされた りした こ とがあっ た　　．72
x9 　友だちとけんか をしたこ とがあっ た　　　　　　　　　　　 ．65
x10 　友だちが，誰か に い じめ られたり，い やが らせ をされた D，　　 ．52
　 　 かげで悪口 を言われたりしてい るのを，見たり聞いた りした

　 　 こ とがあっ た

怒Pxllx12x13

悲哀

x14x15x16

不安

xl7x18xl9

い らい らする

む しゃ くしゃする

は らがたつ

泣きたい 気分だ

かなしい

さみ しい 気持ちに なる

情動反応

心配な気持ちになっ てい る

不安を感じる

どきどきしてい る

，89
，85
，75

，82
．82
．83

，81
．79
．45

攻撃
x20 　 あばれだしたくなる

x21 　 ものをけとばした り，こわ した りした くなる

x22 　他の人に暴力をふ るい た くなる

x23 　 大声でさけんだP，どなっ たりしたい

x24 　 人に乱暴な言葉を言いた くなる

引きこ もり

x25 　人と話すこ とがい やだ

x26 　ひ とりきりになりたい と思う

x27 　 人が信じられない

無気力

x28 　 や る気が起こ らない

x29 　何をするの もめん どうくさ くて， 気が進まない

x30 　勉強をする気がしない

x31 　 進路や将来に対して 希望が持てない

依存

x32 　だれかに わかっ てもらい たい ，話を聞い てほしい

x33 　 だれかにささえてほ しい と思う

3765487666

．59
．66
．61

．87
．78
．61
．50

0887

後 に 2 次因子 を仮定 して い な い 。さ ら に ，積極的な理

由が ない 場合に は誤差変数間の 共分散を 0 と仮定す る

の が 一般的で ある が （豊 田，1992＞， FIGURE　1 で は 「攻

撃」， 「引き こ も り」， 「無気力」，「依存」 に か か る誤差

間 の 共 分散 を自由母数 と し て推定し て い る 。 本研究は ，

学校 ス トレ ッ サ
ーと情 動反応 と い う 2 っ の 構成概念が ，

「攻撃」， 「引 き こ もり」， 「無気 力」， 「依存」反応 に 及 ぼ

す影響の み を考察の 対象 とす る もの で あ るが ，
こ れ ら

2 つ の 要 因以 外 に も 「攻 撃」， 「引 き こ も り」， 「無 気
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力」，「依存」反 応 に 共通 し て影響を与 え て い る要因の

存在が 当然仮定で き る （例 え ば，パ ー
ソナ リ テ ィ

ー
や コ

ー
ピ

ン グ，ソ
ー

シ ャ ル サ ポートな ど）。こ の よ うな積極的な 理 由

か ら， FIGURE　1 で は誤差変数問に共分散 を仮定 した 。

  　分析結果

　分析 に は確認的因子 分析 と同 じ く Amos 　 Ver．4．0 を

使用 し た 。 分析 の結果得 られ た標準化推定値 を FIGURE

1 と TABLE 　l に 示 す。　 TABLE 　1 よ り，影響指標 （1次 因

子 の 因子 負荷 M ） は ， す べ て の観測変数 で ．45以上 の 値 を

示 し て お り，構成概念 と観測変数が適切 に対応 して い

る と判 断 さ れ た 。FIGURE 　 1 よ り 2 次 因子 の 因子 負 荷

は ．64か ら．84の 値を示 し て お り， 想定 した 2次 因子 が

適 切 で あ る と 判 断 さ れ た 。
モ デ ル の 適 合 度 は ，

CFI ＝ ．90，
　 RMSEA ＝ ．05，

　 GFI ＝ ．89，
　 AGFI ＝ ．87で

あ っ た 。 本 モ デ ル で は観測変数 の 総数 が 30を超 えて い

る の で ， 豊田 （1998 ） よ り ， GFI ，
　 AGFI の 値は十分 な

もの で ある とい える 。 した が っ て，い ずれ の 適合度指

標の値か ら も ， 想定 し た モ デ ル が データ の 分散共分 散

行列 をよ く説明 して い る と判断 された 。

　TABLE　2 に学校 ス トレ ッ サ
ーか ら 「攻撃 」，「引き こ

もり」， 「無気力」， 「依存」の 各反応へ の直接効果 ， 間

接効果 ， 総合効 果 （豊 田，1998）を示 した 。 直接効果 は 学

校ス ト レ ッ サ ーか ら 二 次的反応 へ の 直接的な影響 で あ

り，学 校 ス トレ ッ サ ーか ら「攻撃」， 「引き こ も り」， 「無

気力」， 「依存」の そ れ ぞ れ に 引か れた矢印 に付 され た

パ ス 係 数 の 値 で あ る。間接効 果 は 学校 ス トレ ッ サ ーか

ら情動反応 を経由 し て 二 次的反応 へ 間接的に与 え られ

る影響 で あ り， 学校 ス トレ ッ サ ーか ら情動 反応 へ の パ

ス 係数 と情動反応か ら 「攻撃」， 「引き こ も り」， 「無 気

力」，「依存」 の そ れ ぞ れ へ の パ ス 係数の積で 求め られ

る 。 学校 ス トレ ッ サ ーか ら各 二 次 的反応 へ の 総合効 果

は，直接効果 と間接効果の和 で ある 。
い ずれ の 二 次的

反応 に お い て も
，

ス ト レ ッ サ ー
か らの 直接効 果 よ り も

間接効果が 大 き く， 総合効果の 大部分 は間接効 果 に

よ っ て説明 さ れ る 。 こ の こ とか ら ， 「攻撃」， 「引 き こ も

り」， 「無気力」， 「依存」 の 4 つ の反 応は情動反応を経

由 して 生起 す る二 次的反応 で ある こ とが示 され た。以

下 に反応 ご と に結果 を詳述す る 。

　攻撃　FIGURE 　1 よ り，構成概念間の パ ス係数を検討

す る と ， 「学校 ス ト レ ッ サ ー」か ら 「攻 撃」へ の 直接効

果 を表すパ ス 係数 （．11）は有意 で は な か っ た 。 「学校ス

トレ ッ サ
ー

」か ら 「情動反 応」へ の パ ス 係数 （．66）は有

TABLE 　2　学校 ス トレ ッ サ ーか ら二 次的反応 へ の効果

直接効 果 間 接 効果 総合効 果

攻 撃

引 き こ も り

無気力

依 存

．11
−，05
．11
．23

．34
．56
．27
．43

．45
．51
．38
．66

一．14

　　　　　　　　　　　　　 FIGURE 　1　 二 次的反応の生起 に関する分析 モ デ ル

” p〈．Ol学校ス トレ ッ サ ー 情動反 応，攻撃 ， 引き こ も り ， 無気力 ， 依存間の パ ス 係数の み検定結果 を付記・
観測 変数 及 び影響 指 標 の 値

　 は TABLE 　1 に 記 載
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意で あ り ψく．Ol）， 「情動反応」か ら 「攻撃」へ の パ ス 係

数 （，52） も また 有意 で あ っ た （pく．01）。 以 上 の 結 果 と

TABLE 　2 の 結果 を総合 し て 解釈 を試 み る な らば，「学

校 ス トレ ッ サ ー」 と 「攻撃」の 間に は ， 学業 ， 友人 関

係 と い っ た 「学校 ス ト レ ッ サ ー」が 高 い ほ ど ，

“
あば れ

だ した くな る
”

，

“
もの をけ とば した り， こ わ した りし

た くな る
”

と い っ た 「攻撃」が高 くな る関係が ある  

合効 果 ：．45）。しか し，「学校 ス トレ ッ サ ー
」か ら 「攻撃」

へ の 直接効果 は な く （．11，細 ， 「学校 ス トレ ッ サー」が

高 ま っ た と し て も，「情動反応」が高 ま らな い か ぎ り，

「攻撃 」が 高 まる こ と は な い 。「学校 ス トレ ッ サ ー
」 が

高 ま る と 「攻撃」が 高ま る関係 は ， 「学校 ス トレ ッ サ ー」

に よ っ て 「情動反応」が高 ま り，そ の 情動反応の高 ま

りが 二 次的反応 で ある 「攻撃」を生起 させ る とい う 「情

動反応」を経由 した間接効果 （．34　・　．66　×　．52）に よ っ て 大

部分 が 説明 さ れ る 。

　引き こ も り　FIGURE　1 よ り， 「学校 ス トレ ッ サ
ー

」か

ら 「引き こ も り」へ の直接効果 を表すパ ス 係数 （
一．05）

は有意で は な か っ た。「学校 ス トレ ッ サ
ー

」か ら 「情動

反 応」へ の パ ス 係数 （．66） は有意で あり （p く．Ol）， 「情動

反 応」か ら 「引 き こ も り」へ の パ ス 係数 （，84） もまた有

意 で あ っ た （p〈，OD 。 以上 の 結果 と TABLE　2の 結果 を総

合 し て解釈 を試み る な ら ば ， 「引き こ も り」 も 「攻撃 」

と全 く同様 の パ ターン を示 し て お り，「学校 ス トレ ッ

サ ー」か ら の 直接効果 は な く （
一．05，　 ns ）， 「学校 ス ト レ ッ

サ ー
」 か ら 「引き こ も り」へ の総合効果 （．51） は ， 「情

動反応 」を経 由 した間 接効果 （．56＝．66x ．84）3 に よ っ て ほ

ぼ 完全 に説明 さ れ る 。

　無気力　 FIGURE　l よ り， 「学校 ス ト レ ッ サ ー」か ら

「無気力 」 へ の 直接効 果 を表す パ ス 係数 （．11）は 有意で

は な か っ た 。 「学校ス トレ ッ サ ー」か ら 「情動反応 」へ

の パ ス 係数 （，66）は有意で あ り （〆 ．01），「情動反応」か

ら 「無 気力」へ の パ ス 係数 （．40）もまた有意 で あ っ た （pく

．Ol）。 以上 の 結果 と TABLE　2 の 結果 を総合 して 解釈 を

試み る な ら ば ， 「学校 ス ト レ ッ サ ー」か ら の 直接効 果 は

な く （．11，ns ），「学校 ス トレ ッ サ ー」か ら 「無気力」へ

の 総 合効果 （．38）は 「情 動 反応」 を経 由 した間接効果

（．27＝ 、66 × ．40） に よ っ て ほ と ん ど説明さ れ る 。
こ の 点は

「攻撃」， 「引き こ も り」と同様で あ る 。 しか し ， 無気力

は 「情動反 応」か ら の 係数が他の 3 つ の 反応 に 比 べ て

や や小 さ い 点が特徴で あ る。

　依存　「依存」は PSRS −50　R で は 「引 き こ も り」と同

じ く対人領 域 に 分類 され て い る反応で あ るが ， 「引 き こ

もり」 と は異な る パ ターン を示 した。FIGURE　 1 よ り，

他の 3 つ の 反 応 と異な り， 「学校ス トレ ッ サ
ー

」か ら「依

存 」へ の 直接効 果 を表す パ ス係数 （，23）が 有意で あ っ た

（pぐ01）。 「学校ス トレ ッ サー」か ら 「情動反応」へ のパ

ス 係 数 （．66）は有意で あ り （p〈．01）， 「情動反応」か ら 「依

存」へ の パ ス係数 （．65）もまた有意 で あ っ た （ρ〈．Ol）。 以

上 の 結果 と TABLE 　2 の 結果を総合 し て 解釈 を試み る

な らば ， 「依存」は「学校 ス トレ ッ サ
ー

」か らの直接効果

が 有意で あ る の で ， 「情動反応 」を経由す る こ とな く「依

存 」が 高 ま る と い う点 が 特徴 で あ る 。 し か し ， 「情動 反

応 」を経由 した間接効果 （．43＝．65× ．65＞に比 べ て こ の直

接効果 の 値 （．23） は 小 さ い
。 「学校 ス トレ ッ サ

ー
」が高

まる と 「依存」が 高まる関係 （総合 効 果 ： ．66） は ， 「学校

ス ト レ ッ サ ー」そ の もの が 「依存」 を高 め る直接効 果

（23 ）よ りも， 他の 3 つ の 反応 と同様 に ， 「情動反応」を

経 由 した 間接効果 （．43）に よ っ て説明 され る部分が 大 き

い
。

s
　 小数 第 2位 に 丸 め誤差 が で てい る。

考 察

二 次的反応の 生起に つ い て

　本研究の 目的 は中学生 の 心理的 ス トレ ス
・プ ロ セ ス

に お ける情動反応以外の 心理的 ス トレ ス 反応の 生起 メ

カ ニ ズ ム に つ い て検討 す る こ と で あ っ た 。 結果 は
一

次

的反応 で あ る 情動 反応は， ス トレ ッ サ ーの 直接的な影

響 を受 け て 生起 し ， 「攻撃」， 「引 き こ も り」， 「無 気

力」，「依存」反応 は情動反応が 生 じ る こ と に よ っ て 生

じ る 二 次 的反 応 で あ る と す る仮 説 に 反 し な い も の で

あっ た 。

　 こ の よ う に
， 「攻撃 」，「引き こ も り」， 「無気力」， 「依

存」反応 は ， 学校 ス トレ ッ サ
ー

の 直接 的 な影響 を受 け

て 生起す る情動反応 と は 生起 の メ カ ニ ズ ム が異 な り，

明確 に 区別 され る べ き反応で あ る こ と が 示唆 さ れ た 。

こ れ まで ， 小 ・中学生 の ス トレ ス 反応 に 関す る研究で

は 岡安他 （1992 ）や 嶋田 他 （1994 ）の よ う に探 索的因子分

析 の 結 果 に 基 づ い た ス ト レ ス 反応 の分類が 行わ れ て き

た。探 索的 な研 究 に よ る ス トレ ス 反応 の 分類は ，反応

の表出形態に 関す る分類 に す ぎず ， 個 々 の 反応 の 心理

的 ス トレ ス
・プ ロ セ ス に お け る位置づ けを明 らか に す

る こ とが 不可能 で あ っ た
。

こ の よ うな 従来 の探索的 な

研究 に対 し て ， 本研究で は ， 個々 の 反応が
一

連 の ス ト

レ ス ・プ ロ セ ス の進行状況の どの段階で の 反応で ある

の か と い う ， 生起メ カ ニ ズ ム に 関す る仮説 を基 に研究

を行 っ た 。分析 の 結果 は，一
次 的反 応，二 次的反応 と

い っ た よ う に ， 心理 的 ス ト レ ス ・プ ロ セ ス に お け る そ

れぞれ の 反 応の位置づ け を考慮 し た研究の 有効性 を示

唆す る もの で あ っ た と い える 。
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　 「攻撃」， 「引き こ もり」， 「無気力」， 「依存」が 二 次 的

な反応で ある とい う こ とは ， 依存の場合 はやや例外的

で は あ る が ，
こ れ ら の 反応が ス ト レ ッ サ ー

の 直接的 な

影響を受 け て 生 じるわ け で はな い とい う こ と で ある 。

つ ま り， か らか わ れ た か ら他の 人 に 暴力 をふ る い た く

なる，
い じめ られ たか ら人 と話す こ とが い や に な る ，

成績が下が っ た か らや る気が起 こ らな くなる とい っ た

よう に ，ス トレ ス フ ル な出来事の経験が直接的に 「攻

撃」， 「引 き こ も り」， 「無気力」，「依存」反応 を引 き起

こ し て い る わ け で は な い と い え る 。
ス ト レ ッ サ ーに

よ っ て 直接的に これ らの反応を説明 す るだ け で は，こ

れ ら の 反応を低め る に は ス トレ ッ サ ーを除去する と い

う非 現実的 な解 決策が最 も効果的 と い うこ と に な っ て

しまう 。 しか し， 本研究の 結果は，「攻撃」，「引き こ も

り」， 「無気力」，「依 存」 とい っ た反応が表出す る ま で

の 間 の 過程 を考慮す る必要性を示唆 し て い る。す なわ

ち ， こ れ らの 反応が 生起す る 以 前に は
， 必 ず情動反応

とい う形 で 徴候が見 られ る はずで ある 。 「攻撃」，「引 き

こ も り」， 「無気力」，「依存」反応 は 情 動反応 に 比 ベ ス

トレ ス ・プ ロ セ ス が 進行 した段階 で 生 じ る 二 次的反応

で あ り，
こ れ らの 反応が生 じて い る よ うな 状態は ，い

わ ゆる 「ス トレ ス が た まっ た」状態 で あ る 。 そ の よう

な状態 で 新たな ス トレ ッ サ ーを経験す る よ うな こ と が

あ る と ， そ れ が き っ か け と な っ て 問題行動 に 至 る可能

性が ある と考 え られ る 。
こ うい っ た 問題行動に っ な が

る よ うな深刻な 反応が 生 じ な い よ う に
， も しくは 生 じ

て も長期化 しな い よう に す るため に は ， 生徒の 情動反

応 レ ベ ル で の状態 の変化を敏感 に と ら え，早急 に 対応

す る こ と が極 め て重要で ある とい える。

　 また ， 「攻撃」，「引 き こ もり」， 「無気力」， 「依存」は

情動反応 を介 し て 生起 す る 二 次的な 反応で あ る と い う

点で は共通 し て い るが ， 種類 に よっ て生起 パ ターン が

異 な る こ と も分 か っ た。そ の パ タ ーン は ，   「攻撃」，

「引き こ も り」の よ うに ， 学校 ス トレ ッ サ
ーか らの 直接

的な影響を全 く受けず，情動反応を介 して 生起 す る反

応。  「無気力」の よ うに ， 学校 ス ト レ ッ サ ーか らの

直接効果が全 く無い 点で は ，   の パ タ
ー

ン と 同 じで あ

る が ， 情動反応か ら の 影響が   に 比 べ て 小 さ い 反応 。

  「依 存」の ように ， 学校ス ト レ ッ サ ーか ら直接的な

影響 を受 ける反応 ， の 3 つ に 分 け られ る 。   の パ タ
ー

ン を 示 し た 「無気力」 は
， 情動 反応 か ら 「無気力」に

至 る過程 へ の 介入 の効果が期待 さ れ る 。   の パ タ
ー

ン

を 示 し た 「依存」 は ， 中学生 の 場合 ， 情動反応 と同様

に 初期の段階で 生 じる反応で ある可能性が ある 。 こ の

よ うに ，二 次的反応 の 生起 メ カ ニ ズ ム は 単
一

の パ タ ー

ン で は とらえ られな い こ と が明ら か に な り， 内容 に よ

る反応 の 分類だけ で な く，生起パ タ
ー

ン の違 い に よ る

分類 の 必 要性が示唆 さ れ た 。 今後 ，
二 次的反応が 生 じ

る ま で の過程に 対す る コ
ーピ ン グや緩衝要 因 （Cohen ＆

Wills
，
　1985） の 効果の 違 い

， 性差 ， 学年差，情動反応の

下位因子 （「怒 り」， 「悲哀」， 「不安」）と各 二 次的反応の 対応

関係 な どを検討し ， 生起 パ タ ー
ン の 違 い を生 じ さ せ て

い る要因 を明 らか に す る こ とに よ っ て ， 各二 次的反応

の特徴を理解す る こ と が で き る 。 こ の よ う に して
， 各

二 次的反応の特徴が明 らか に なれ ば ， 生徒が示 して い

る反応 の 特徴に応 じて ， 適切 な方法で対応 し た り，教

育的な介入 を行 う こ とが で きるだ ろ う 。

本研究 の 学校心理学的 な意義

　 中学生 の 心理的ス トレ ス ・ プ ロ セ ス を理解す る に あ

た り， 二 次的反応 と い う概念 を導入 した本研 究の ア プ

ロ
ー

チが ， 学校心理学 と い う立場か ら ど の よ う な有効

性が ある の か に つ い て 以下 に 考察 した い 。第 1 に ， 生

徒の 示す ス トレ ス 反応 が，一
次的 反応 で あ る の か 二 次

的反応で ある の か に よ っ て ， そ の生徒が 心理 的 ス トレ

ス ・プ ロ セ ス の ど の 段階 に い る の かを把 握 で きる とい

う こ と が あげられ る 。
二 次的反応 を 示 し て い る生 徒は

そ れ以前に ス トレ ス
・プ ロ セ ス を収束させ る こ とが で

きず ， 拡大 して し ま っ た状態 に あ る 。 つ ま り，

一
次的

反応で あ る情動反応だ けを示 して い る生 徒 よ りもプ ロ

セ ス が 進行 して お り，深刻 な状態 に あ る と い う こ と に

な る 。

　第 2 に ， 心理的ス トレ ス ・プ ロ セ ス に おけ る介入 の

ポ イ ン ト を具体 的 に 理 解で き る と い う こ と が あ げ ら れ

る 。 新名 ・坂 田 ・山崎 （1995） は ， あ らゆる心理 的 ス ト

レ ス 研究 の 目指す と こ ろ は，心理 的 ス トレ ス ・プ ロ セ

ス の
一

連の事象の 流れ の 中で ， ど こ で ， ど の よ うに ，

そ の流れ をブ ロ ッ ク すれ ば よ い の か に つ い て基本的な

情報 を提供す る こ と に あ る と して い る 。 本研究の 結果

を具体的に解釈する な らば ， 友だ ち と け ん か を して し

まっ た り，成績が の び な か っ た りして
一時的 に い らい

らした り， 悲 し くな っ た り， 不安 に な っ た り と い っ た

情動反応 が生起 し た と し て も，そ の 時点 で そ れ らを低

減 で き る よ う に 適切 に 介入す る こ とが で きた ら ，
ス ト

レ ス ・プ ロ セ ス は収束 し， さ ら に深刻な 「攻撃」， 「引

き こ も り」， ，「無 気力」， 「依存」 と い っ た 反応 は生起 し

な い と い うこ とが で きる。 した が っ て ，

一
次 的反応 の

み を示 し，二 次的反応 が生 じて い な い 生徒に対 し て は，

ス ト レ ス ・プ ロ セ ス が こ れ以上拡大 しな い よ うに早期

に対応す る こ とで ，
二 次的反応の 生起 を予防する こ と

が で き る 。 ま た，も し生徒 が 二 次 的反応 を示 して い た
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として も，
二 次的反応 は

一
次 的反応 が 生 じな けれ ば生

じ得 な い の で ，二 次的反応 そ の もの を低減 さ せ る だ け

で は な く，

一
次的反 応 であ る情動反応 を低減 させ る よ

うな介入 も有効で ある 。
二 次的反応 を示 して い る生徒

が い る と， そ の 深刻 な反応 に ば か り目を奪 われ て し ま

い が ちだ が ，情動反応，つ ま りは小 さ な い ら い らや ，

さ み し い 気持ち ， 不 安な気持 ちを和 らげ て あ げる こ と

で ，同時 に 深刻な 「攻撃」， 「引 き こ も り」， 「無気力」，

「依存 」とい っ た反 応 も消 え て い く と い え る。 こ の よ う

に ， ス トレ ッ サ ーが直接的に 「攻撃」， 「引き こ も り」，

「無気力 」， 「依存」反応 を引 き起 こ し て い る と考え る の

で は な く， そ の よ うな深刻 な反応に 至 る まで に は 過程

が存在 して い る と考え る こ と に よ り，そ の 過程の各局

面に応 じ た 介入 方法を提案 して い く こ と が で きる。

　第 3 に ， 二 次的反応 は心理 的ス ト レ ス ・プ ロ セ ス が

進行 し た 段 階 で 生 じ る 反応 で あ るの で ，
一

次的反応 に

比べ て 心理 的ス ト レ ス ・プ ロ セ ス が 問題行 動 に 近 づ い

た段 階 で の 反応で あ る と い う こ とが あげ ら れ る 。
こ れ

ま で 取 り上 げ られ て きた中学生 の 心理 的 ス ト レ ス 反応

は，「不機嫌 ・怒 り」，「抑 うつ
・不安」と い っ た情動反

応が 主で あ っ た 。 心 理的 ス トレ ス 反 応 の 中核 で あ る情

動反 応を確実に と らえ る こ と は ， ス ト レ ス研究を行 う

上 で 非常 に重要で あ る。しか し，一次的反応で あ る情

動反 応は ， ス トレ ッ サ ーを経験す る と誰 に で も起 こ る

最 も
一般的な反応で あ る の で ，情動反応だ け に注 目し

て い た の で は な か なか 問題 行動 の 理 解 に つ な が らな い 。

誰 に で も生 じ る よ うな情動反応が 問題行動 に 至 る まで

の 過 程で 生 じる 二 次的反応 を ， 問題 と な っ て い る行動

の 多様性 に応 じて 幅広 い 内容で とらえた本研究は ， 情

動 反応が 主 で あ っ た従来 の 学校 ス トレ ス 研究を一歩進

め た ア プ ロ ーチ で ある と い え る 。
こ の よ う に ， 中学生

の 心理 的 ス トレ ス
・プ ロ セ ス の解明の た め に ， 新た に

二 次的反 応 とい う概 念 を導入 した 本 研究 は，学校心理

学 と い う立場か らも極め て 有効 な ア プ ロ
ー

チ で あ る と

い え る 。

今後の 課題

　 最後に ， 今後の 課題 を列挙 して お きた い 。第 1 に ，

情動 反応 以外 の 心理 的ス トレ ス 反応 を測定す る尺 度の

作成があげ られ る 。 今回分析 した情動 反応以外 の 反応

の 因子分析 モ デ ル
’
は適合度が よ い こ と が 確認 さ れ た が ，

こ の ま ま で は 尺度 と して は不十分で あ る 。 今後 は今回

の結果を核に し て 項 目を増 やす こ と で 中学生 の 情動反

応以外の 心理 的ス ト レ ス 反応 を測定 す る尺度 を作成 す

る こ とが で き る 。 そ の 際に は ，   各因子 に 関す る 項 目

数 を増や す ，   「攻撃」， 「引 き こ も り」， 「無気力」， 「依

存」以外の 反応を と ら え る項 目を増やす ，
と い う 2 つ

の 方向が あ る。  に つ い て は ，先に述 べ た よ う に ， 今

回 は研究の 目的に あわ せ て ， 均質性 を重視 し
， 項 目 を

厳選 して使用 して い る 。 しか し ， 尺度開発 を目的 とす

る の で あれ ば ， 項 目数を増やす こ と に よ っ て 尺度 と し

て の 信頼性 ， 妥 当性 を高め る こ とが 望ま れ る 。   に つ

い て は，今回 は対人 関係に お け る 反 応 と意欲 と関わ る

反応 に 焦点 をあ て た が ，中学生 に お け る思考力低下 ，

侵入的思考 と い っ た思考に 関す る反 応 も考慮 して い く

必 要が あ る。また，今 回中学生特有の 反応 と し て攻撃

を加 えたが ， 攻撃以 外の 成 人 とは異 なる中学生特有の

反応 の 有無 に つ い て も検討 を要す る 。

　第 2 に ， 追跡調査 の 必 要性が あ げられ る 。 ス トレ ッ

サ ーが情動 反応 を引き起 こ し ， や が て 二 次 的反応が 生

起す るまで の 間に は
一

定 の 時間 の経過が存在す る はず

で ある 。 した が っ て ，
二 次的反応 の 生起 メ カ ニ ズ ム の

検 証 に は，本来 は追跡研究が 望 ま し い
。 本研究で は ，

1 回 の 調 査 で 得 られ たデ
ー

タ に よ っ て 二 次的反応 に関

す る仮説 に反 し な い 結果 を得たが ， 今後 は ， 追跡研 究

的なデータ に よ っ て今 回 と同様の 結果 が得 ら れ る か ど

うか を確認す る 必要があ る 。

　第 3 に ， 個人 の 主観的な変化で ある心理的な ス トレ

ス 反応が ， 行動 として 表 出す る に 至 る過程 を明らか に

す る こ とがあ げられ る 。 本研究で 生起メ カ ニ ズ ム を検

討 した 「攻撃」， 「引 き こ もり」，「無気力」， 「依存」反

応は 心理 的な 反応で ある 。 し か し ， 暴れ だ した くなる

こ と と本当 に 暴れ だす こ と が別の もの で ある よ うに ，

心 理 的ス ト レ ス 反応 と 行動 に は 依然 と して 距離が あ る 。

本研 究は ，
ス トレ ス ・プ ロ セ ス の 中で も心理 的な ス ト

レ ス 反応 に関す る部分 に特 に 注 目し，問題行動 と高い

関連性が 予測さ れ る 心理 的な 反応の 生起メ カ ニ ズ ム に

つ い て検討 した もの で あ る 。 した が っ て ， 今回検討 し

た モ デ ル は問題行動ま で を直接的 に 説明 す るもの で は

な い 。 中学生 の 実際の 行動で ある問題行動に 至 る プ ロ

セ ス を明 らか に す る こ とが 最終 目標で ある以上 ， 今後

は 二 次的反応 と ， 欠席回数そ の他の ， 行 動 を と らえ る

指標 との プ ロ セ ス の 連続性 に っ い て 検討す る必要が あ

る 。 ま た ， 児童 生徒の ス トレ ス 反 応 と し て ，身体反応

が 指摘 さ れ て お り （神 保 他，1988 ； 岡安 他，1992a ；嶋 田 他，

1994 ）， 身体反応の 生起 メ カ ニ ズ ム もあわ せ て 検討する

必要 が ある。

　不 登校 ・い じ め ・学級崩壊 ・校内暴力等の 問題行動

に 至 るま で に は ， 問題 ご と の個別 の要因 も含め ， 様々

な要 因が存在 して お り，非常 に 複雑で ある 。 し か し，

上述 し た課題 に関す る研究の積 み 重 ね に よ っ て
，
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レ ッ サ
ー

の経験 に 始 まる ス トレ ス ・プ ロ セ ス が，問題

行動 に 至 る まで に 収束，拡大 噺 名，1995）す る様子 を検

討する こ と が で き る だ ろ う。 さ ら に ， そ の プ ロ セ ス に

お け る コ
ーピ ン グの 機能や，ソ

ー
シ ャ ル サ ポートな ど

の 緩衝要因の効果 をあ わ せ て 検討す る こ と に よ っ て ，

問題行動に 至 る 心理 的ス トレ ス ・プ ロ セ ス の 全体像 を

解明 し て い くこ とが で き る と考 え る 。
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　 The　purpose 　of　the　present 　study 　was 　to　examine 　a　model 　for　the　occurrence 　of　secondary 　responses 　in

the　psychological 　stress 　processes 　of　junior　high　school 　students ，　Questionnaires　to　assess 　school 　stressors ，

primary 　responses 〔i．e．，　emotional 　responses ），　and 　the　responses 　assumed 　to　be　secondary 　responses （i．e．，
withdrawal ，　 dependence，　 interpersonal　 mistrust ，1ack　 of 　 self −confidence ，　 helplessness，　 hopelessness，　 and

aggression ）were 　completed 　by　540　junior　high　school 　students ．　 To 　assess 　these 　7　categories 　of　secondary

responses
，
　an 　exploratory 　factor　analysis 　of　the　items　was 　done ；4factors　were 　identified： aggression

，

withdrawal
，
　 helplessness

，
　and 　dependence．　 In　order 　to　examine 　the　theoretical　relatiolls 　among 　schooi

stressors ，
　emotional 　responses 　induced　by　them ，

　and 　these　4　factors，　the　hypothesized　mQdel 　was 　tested　by

covariance 　structure 　analysis ，　 The　 modei 　 assumed 　the　 paths 　that　 school 　stressors 　finally　 resulted 　 in
aggression ，　 withdrawal ，　helplessness，　 and 　deperldence　responses ，　 mediated 　by　 emotional 　 responses ．　 The
results 　of　the　covariance 　structure 　analysis 　were 　not 　contradictory 　to　the　hypothesized　mode1 ．　 It　was 　also

revealed 　that　the　path　coefficients 　of 　secondary 　responses 　differed　slightly ，　depending　on 　the　type　of

secondary 　response ．

　　　Key 　Words ； primary　responses
，
　secondary 　responses

，
　psychobgical　stress

，
　problem 　behavior

，
　junior

high　school 　students
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